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田植機利用による水稲の移植方式に関する研究

第1報　土つき稚苗用田植機に適応する百の育苗法

鈴木惣蔵・佐藤昭介・及川俊昭

（宮城県鳥試）

ま　　え　　が　　き

最近，田植機の開発研究が進み．実用化の段階に達し

た枚紙も出現しはじめたが，磯鐘によって1株植付苗数

がそれぞれ異なっている。とくに，稚苗用田植機の1株

背教は播種密度で規制されるので，1株苗数5本程度を

確保できる適切な播種密度を検討した。さらに現段階の

代掻精度からみて苗丈10用以上を必要とするので，苗丈

を伸長させる温度管理法を検討した。

1．播種密度に関する試験

1．試　験　方　法

1．試験区の構成：

注．1．0印試験実施
2．育苗鮨60×30×3C郡

2．供試品捏：ササニシキ

3．育苗法：苗箱肥料は硫安，過石各8g，塩加4g／

箱を床に混合して施用．十分吸水させた種籾を播種，覆

土・潅水・消毒後，電熱育苗器にて育苗した。

4．供試田植機：カ／リウTM1－1型

2．試験結果および考察

この試験は背丈10珊以上に伸長させる次項試験の温度

管理法の予栴試験を兼ねて1965年12月に実施した。12月

1日播種，育苗冷内温度は300C保持を目標とし初期の

伸長促進に努めたが，外気温との較差が大きく20敷皮で

経過した。そのため苗丈の伸長がやや緩慢であったが12

月16日に10e常以上の苗丈に達したので調査した。

1株苗数は播種量の増大に伴なって増加するが設計の

期待甫数には達しなかった。この原因は供試田植機の構

造によるものである。すなわち，この田植機は播巾7m

の苗紐を換出すように繰出ロールが設計されているの

で，これ以上厚い苗紐を繰出す場合は押しつぶすことに

なる。そのため1条あたり28株に切断されるはずのもの

が31～41株と間延びした（第1表）ので1株苗数が当然

設計よりも減少した。また，播種量を増加すると種籾が

重なりあって床土に接しないものもあり成百歩合が低下

し1株苗数の減少を助長した。

第1表　　播吼播種量と1株苫数

粂あたり　発芽成苗数（本）
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1株苗数5本以上を確保できた区は播巾が11払乱と1毎払

のいずれも300g播以上のものである。しかし．播巾が

1如加になると苗紐切断のときの択傷酋率を大きくすると

ともに．第1図に示したように1株苗のフレが大きく苗

揃がわるくなる傾向が認められる。

この結果．1株苗数5本程度を確保するためには播巾

を11m両こひろげ，1条を28枚に切断するよう後出し装置

を改良すれば，1箱あたり乾板250g播程度で十分であ

ると考えられる。

2．温度管理に関する試験

1．試　験　方　法

1．試験区の構成

播巾（粂数）t播穐塁1温 度　条　件

7餌椚（76粂／箱）

11m（51粂／箱）

200g／箱

250　′

苗丈10cm以上に伸びる

まで300C適宜延長

2．供試品種：ササニシキ

3．育苗法　上記の供試条件以外は前項試験に同じ

2．試験結果および考察

試験開始は本県の移植栽培の育苗様式である保温折衷

苗代の代豪的播種期の4月中旬を選定し1966年に実施し

た。この育苗期間は電熱室内育苗許利用による稚苗の本

田移植の早阻（4月下旬）の育苗期間と考えられる0　4

月16日に播種し，はじめの3日間はコモとシートで育苗

器を被覆し30～320Cの保温に努めた結果，第2表のよ

うにおおむね満足すべき温度条件が得られた。

播踵後3日日までの岡に発芽揃となり，苗丈も4－5

e舵になったので，育苗器内の温度保時目標を250Cとし，

育苗器の被覆も夜間のコモだけにして緑化をはかった0

播穐後6日頃に目標の苗丈10叫こ適したので，通電を中

止しビニール・カバー被覆も降霜のおそれのある夜間だ

けにして苗の硬化をはかった。

苗の伸長状況は第3表のとおりで，前項試験の1枚苗

数5～6本を確保する播巾11m，播種量250g播区の生

育状況は標準育苗法と大差なかった。いずれも稚苗用田

植機に使用する苗としては良好な苗が得られた。

以上のことから稚苗用田植機に使用する苗の酋丈10e帯

以上に伸ばす方法は初期の温度管理．すなわち発芽揃ま

での30℃の発芽適温保持期間を1～2日延長することで

伸長が可能であると考えられる○

しかし，30℃期間の延長は第1本集の菓間を徒長させ

るので，従来の室内育苗による苗形態の概念からみると

腰高苗になる。このような腰高苗は本田における生育・

第2衷　育苗期間の天候および育苗器内の温度
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第3麦　笛丈の伸長経過

後

収量に対してどのような影響をおよぽすか，また腰高苗

にせず古文を伸長させる育苗法の確立など，今後の検討

に符たねばならない問題が残されている。

3．摘要

1．土つき稚苗用田植機に適応する苗の育苗法につい

て播種密度と電熱育苗器の温度管理法をササニシキを用

いて検討した。

2．播種量の増加に伴ない，苗紐切断時の択傷苗率が

増大し，1株苗数のフレも大きくなる。

3．1株苗数5本程度を確保するためには播巾を11椚仇

程度にひろげ，乾椒250g渚で十分である。

4．苗丈10∽以上に伸長させる温度管理法は2菓展開

以降の後期加温では日数がかかるので，やや腰高となる

が発芽揃までの300C保持期間を1～2日延長する方が

短期間に育苗できる。

土壌条件と水稲の生育収量との関係

高　橋　鴻七郎・布　施　成　人

（東北農試・盛岡試験地）

1．ま　え　が　き

多収は環境要因としてそれに適応した栽培技術があっ

てはじめて達成されるものであることは，すでに多くの

事例で明らかである。

本試験は環境要困，特に土壌条件が水稲の生育・収量

におよぼす影響を生態面から明らかにし，土壌条件に対

応する適応技術の方向性を明確化する目的で行なわれた

ものである。本試験はすべて圃場条件下で行われたもの

であり．本報告はその初年度の成績の概要である。

2，試　験　方　法

1．土壌条件：対照田として当試験地の沖碩砂壌土の

既成水田を用い，造成田としては対照田と同じ条件にあ

る水田に，粘土分の多い埴壌土水田の表土12e枕と火山灰

土壌（黒ばく）3C花，合計15e枕を客土し，25C舵の深さに

土壌の混和を行なったものを供試した。なお，透水性は

各土壌条件ともlc常／日前後であり，かつ対照田に較ぺ

て造成田でやや悪かった。

2．耕種条件

仙　品種：オオトリ

ー21挿秋期：4月5日播種の電熱畑苗代首を5月10日

に挿秩

（3）栽植様式：20．4cm×27．0亡都（18．2株／諺）と15．3

e統×27．Oe花（24．2株／㌶）の2段階とし，それぞ

れ1株3本椎。

㈲　施肥量：〃当り堆肥300的．珪カル15軸を各区共

通とし，3要素はそれぞれ0．6軸，0．8たれ1．0

および1．2毎の4段階を設け単肥で施用，ただし

燐酸は全量の6割を熔燐で使用した。また施肥全

量の鶴を全層，鳩を表層施肥とし，全量基肥の施

肥法をとった。

15）水管理：6月25日～7月7日および7月14日～7

月21日の2回にわたり中干しを行なった。それ以

外は一般潅漑法に準じて行なった。

（6）試験規模：1区507㌔で1区制

3．試験結果並びに考察

窒素施肥量と収量との関係は第1回に示すように，対

照田では施肥量の増加とともに収量は増加しているが，

造成田ではそれとは反対に窒素の増肥にともなって収量

の減少がみられる。したがって収量におよぼす窒素施肥

量の影響は，土壌条件によって傾向を異にすることが明

らかであり，造成田と対照田との収量差は，少肥区で曹

しいが増肥することによってその差は小さくなる。また

栽植密度と収量の関係では，多肥条件下で疎植の収量が

まさる債向を示している。

このような対照田と造成田における収量の違いは，本


